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JR市川駅から松戸方面に南北に 
走っているのが県道市川松戸線、 
通称松戸街道だ。 
和洋女子大学、千葉商科大学、 
東京医科歯科大学、国府台高校など 
いくつもの学校が立ち並ぶ文教地区。 
実はこの街道こそ、 
まさに市川の発展の原点ともいうべき 
歴史的に重要な史跡や、 
びっくりするような逸話が 
数々存在する場所でもある。 
古代のロマンから江戸・近現代までの 
歴史を彩る街道をぜひ堪能してみたい――。 
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松
戸
街
道
の
起
点
に
あ
る
の
が
「
市
川
の

関
所
」
だ
。
こ
の
あ
た
り
の
渡
船
場
と
し
て

の
歴
史
は
古
い
。
大
化
の
改
新
（
６
４
５
年
）

の
後
に
国
府
台
に
下
総
国
の
国
府
が
置
か
れ

た
こ
ろ
か
ら
、
渡
し
場
と
し
て
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
１
６

１
６（
元
和
２
）
年
、
幕
府
が
関
東
周
辺
の

主
要
な
河
川
に
定
船
場
を
設
け
た
の
は
、
江

戸
防
衛
の
た
め
。
江
戸
川
流
域
で
は
松
戸
、

市
川
に
設
け
、
そ
の
他
の
場

所
で
通
行
人
を
渡
す
こ
と
を

厳
し
く
禁
じ
た
。
渡
し
に
置

か
れ
た
番
所
が
関
所
に
昇
格

し
た
の
は
元
禄
の
頃
か
ら
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
関
所
は
小
岩
・
市
川
間
で

小
岩
側
に
あ
っ
た
が
「
市
川

の
関
所
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
当
時
は
10

坪
ほ
ど
の
建
物
や
出
入
り
口

２
カ
所
に
黒
塗
り
の
門
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
条
目
を
書
い
た
高
札
が
掲
げ
ら
れ
捕

物
道
具
な
ど
が
立
て
並
べ
て
あ
り
、
関
所
を

通
る
者
に
対
し
て
威
圧
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
て
い
た
。 

 

　
し
か
し
、
維
新
に
と
も
な
い
１
８
６
９
（
明

治
２
）
年
に
関
所
は
廃
止
に
、
そ
の
跡
に
は

江
戸
川
の
堤
防
が
築
か
れ
た
た
め
に
、
現
在

で
は
碑
が
建
つ
の
み
に
な
っ
て
い
る
。 

    

　
文
化
年
間
（
１
８
０
４
年
〜
１
８
１
８
年
）

に
出
版
さ
れ
た
『
葛
飾
誌
略
』
に
あ
る
「
鵠

王
社
」
の
項
に
、
「
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
）
が
武
蔵
国
に
向
か
う
と
き
、
軍
勢
を

従
え
て
コ
ウ
ノ
台
に
来
た
。
し
か
し
太
日
川

（
江
戸
川
）
を
は
じ
め
多
く
の
河
川
が
洲
を

作
っ
て
流
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
何
と
か
歩

い
て
渡
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
思
案


